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遣唐使と来日「唐人」  
－皇甫東朝を中心として－  
矢野 建一  
1、はじめに   
2004年、中国・西安市において遣唐使の随員と見られる「井真成墓誌」が西北大学文博学院の  
博物館によって蒐集され、これを機に遣唐使の問題が日本、中国、韓国等の学界のみならず、一  


































の派遣とする説もある（2）。   
なお付言すれば、この665年の「遣唐使」については、最近、百済占領軍の郭務慣らにともな  
われて来日した百済の祢軍（でいぐん）の墓誌（「大唐故右威衛将軍上柱園祢公墓誌」）が紹介され、  
当時「倭」がすでに「日本」と号していたかいなかが論議となっている（3）。   
こうした260年余におよぶ遣唐使派遣の時期区分については、派遣の目的、性格、規模、航路  
などによって様々な解釈があるが、7世紀を1期、8世紀を2期、9世紀を3期と区分するのが  











・釈普照は興福寺に住す。日本の戒未だ備わらざるが為に、勅もて唐に入りて戒律師僧を伝えん   
ことを請う。  
・日本国天平五年歳次発酉、沙門永叡・普照ら碑唐大使丹塀真人広成に随い、唐国に留まりて学   
問す。是の歳、唐の開元廿一年なり。唐国諸寺の三蔵・大穂は戒律を以て入道の正門と為し、   
若し戒を持たざる者あらば、僧中に歯せず。是において方に本国に戒を伝える人なきを知り、   















・菩提停那（インド）来日時33歳 天平宝字4（760）年に57歳で入寂。  
・仏哲（べトナム） 林邑楽を伝える。  
・道培（中国）  伝戒師 来日時35歳 760年59歳で入寂。  
・李密翳（波斯人） 生没年、来日後の消息は一切不明。  
・蓑晋卿（中国） 10代で来日。『文選』・『爾雅』に通じ、後に音博士となる。  
宝亀9（770）年に姓清村を賜う。  
・皇甫東朝（中国） 20歳の来日か。天平神護2（766）年法撃寺舎利合で唐楽を奏し、皇甫  
昇女とともに従五位下を受く。神護景雲元（767）年雅楽員外助、花苑  
正。宝亀元（770）年12月越中介。古代中国の皇甫氏は宰相をだす名族。  
・皇甫昇女（中国） 天平神護2（766）年、法華寺の仏舎利会で皇甫東朝、蓑晋卿、李元環  
らとともに唐楽を奏す。  
・李元環（中国）  天平勝宝2年に外従五位下。天平宝字5年に姓李忌寸を賜り、同7年に  
織部正。同8年に従五位下に叙せられ、出雲員外介となる。『新撰姓氏  
録』左京諸蕃上に清宗宿禰は唐人正五位下李元環の後とある。来日時  










文字通り林邑楽の日本への直接の移植者と見て間違いないであろう。   
さらに法撃寺の仏舎利会では、皇甫東朝、皇甫昇女、衰晋卿、そして李元環がそろって唐楽の  
演奏に従事した。もっとも彼らのすべてが唐楽のエキスパートであった訳ではなく 、表音卿や李  
元環などは共演者の域を出ていないように思われる。これに対して皇甫東朝は神護景雲元年に  





























かでは欽明期の百済楽の楽人のように交替要員を期待できるような状況にはなく、伝来も部分的   
〈132〉迫唐使と来日「唐人」一皇甫東朝を中心として－（矢野）   






3、その後の東朝   
では、来日以後の皇甫東朝の日本での活動や処遇はどのようなものであったのであろうか。ま  













・天平神護2年（766）10月発卯。勅したまわく。去ぬる六月、恩ふ所あるが為に、菩提心を起   
こして無上道に蹄す。霊示あるに因りて、鍼器につつしみ候ふに、遂に則ち舎利三粒絨器に見   
る。数月感嘆して為すところ識ること美し。朕聞かく、「麟鳳五霊は王者の嘉瑞なり」ときく。  
至徳の世、史書くことを絶たねども、全身の舎利是の如く顕すことを見ず。感あれば必ず通ず   
ること良に以有り。朕虚薄を以て競催して年を歴、撫育方に雫きて水谷暢に在り。豊念はめや。  
至道凝寂して、徴情に応ひて真を示し、円正湛然として霊光を結びて質を表さむとは。孤園跡   
を絶ち久しく心を驚かし、双林客を挽きて偶然として目に満っ。玄珪緑字、何を以てか年を同   
じくせん。、西法東流して、嘉の日に在ることを知りぬ。猥りに希世の霊宝を荷ひて、孟ぞ衆  
庶の歓心を同じくせざらむ。宜しく文武百官の六位巳下と内外の有位とには階一級を加ふべし。  



































『続日本紀』天平神護二（766）年七月   
同  宝亀元（770）年十二月   
同  宝亀五（774）年三月   
同  宝亀七（776）年三月   
同  宝亀九（778）年二月  
〈134〉通庸使と来日「唐人」－皇甫束朝を中心として－（矢野）   
晩年の東朝は唐楽のエキスパートから日本の宮人としての道を歩み始めたのであろう。  












とあり、『資治通鑑』唐玄宗至道大聖大明孝皇帝 開元25（737）年条は、より詳細に  





4、西大寺と東朝の墨書土器   
こうした皇甫東朝の新しい出土資料が2009年4～7月に実施された奈良の西大寺旧境内南西部  






















筆 一面 桐、 納緑地錦袋 一口
琴柱十三枚 納辛紅刺物袋 一口
琵琶 一面 紫檀
黄楊擦 一枚 己 上納緋地錦袋 一口
筆僕 ー張浅泥銀平文樫餓子十六枚 白地錦嚢、 裏赤地刺物、
方響 ー蓋
鎚二枚 鹿角、 納白地錦袋 一口
斑竹合笠 一口漆泥謹 納袋 一口標緑縫





銅鍛子 一口 汗 破
噴面頭 一面 桐
鞄鼓 一面腔以錦墨檎 納黄色袷袋 一口
腰鼓 一面漆握、腔以金墨槍 納黄施袷袋 一口
難楼 一面以金墨繕 納黄施袷袋 一口
罰鼓 一面二杖泥畑子 納滅紫地袋 一口
倒鼓 一柄漆翠柄 納黄施袷袋 一口
措鼓 一柄漆渥柄
古楽鼓三面一二三並彩色腔
大 鼓 一面丹地彩色腔 今修理之
百子 一連由師木 破
革帯三十六篠金渥井金漆、裏浅口
靴踏廿両七両息皮十三両敏皮 以 上納辛橿 五合
木 太万二柄
唐漆琴 一面 納緑地錦袋 一口
唐楽器
筆筏六面 並 桐四大二小 各納黄絡錦袋
琵琶六面 各在紫檀接
三面紫檀槽、 唐、 各納紫綿袋
一面木節槽、 唐、 各 納黄袷袋
二面桑槽、 納黄袷袋
等六面並桐各納黄袷袋
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二面桑槽、 納黄袷袋
方響六蓋並黒柿、 各在鎚二柄、面別餓具十六枚 並納黄袷袋












大 鼓六面 各在梓 各納紺細布袷袋皆破
古楽 鼓 一具一 二三大ー梓 二 各納紺細布袷袋
( 中 略 )
唐楽衣服具




















襖子三十四領井不入綿   
三領表白地甲相 真南   
五領表繚地織甲 真南   
六領表黄地甲掘、真南 一領今相替表緋地錦裏吊   
四領表緑絶 墓吊   
一領表黒紫綾   
二領表標地甲徹 裏浅緑   
一領表辛紅地利物 裏緑   
五領表辛紅地刺物 裏浅緑   
二領表赤地甲相 姦浅緑   
四領表辛紅地利物 裏吊   
一領表赤地甲掘 裏吊、今相替表緋絶 裏帝大口  
汗杉三十四領並吊  
ママ  
袴三十六腰三十六腰入綿 四腰元綿 二腰今造  



















賓亀十一年十二月廿五日 少都維那修行満位謹壇  
上座侍燈法師位 勝侍  
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第一巻  大寺主侍燈法師位最良  
都維那侍燈満位 奉寵  
小寺主催撃満位 悪訴  
小郡維那侍燈満位芽恵  
大鏡侍燈大法師位 普照  




修学大法師位  光適  
僧綱   
大僧都 弘耀   
少僧都   
少僧都 永厳   
律師   
律師  
威儀師侍燈大法師位 性泰  
威儀師侍燈大法師位 仁秀  
従儀師侍燈大法師位 満桓  
従儀師樽燈大法師位 常耀  
従儀師侍燈大法師位 常不退  
律師 善柴  衆 僧  
侍燈大法師位 慣善  
修行法師位  徳印  
博燈満位  勝均  
博燈満位  花形  
侍燈満位  正道  
侍燈満位  天宗  
侍燈満位  守泰  
侍燈満位  仙憤  
侍燈満位  三明  








『資材帳』の普照とは同名別人であるとも考えられる。しかし仮に普照の入唐時の年齢が20歳前   






(1)鈴木靖民『古代対外関係史の研究� 1985年。 東野治之『遣唐使� 2007年。
( 2 )森公章『遣唐使と古代日本の対外政策� 2008年。
( 3 )王連竜「百済人<祢軍墓誌>考論J r社会科学戦線� 7月号 20日年。 朝日新聞11日本」の名称最古の例かJ
2011年10月 23日朝刊。 東野治之「百済人祢軍墓誌の「日本JJ r図書� 756号、2012年 2 月号。
(4)安藤更正『鑑真』参照 1978年。
( 5 )拙稿「遣唐使の派遣と春日山祭杷J r東アジア世界史研究センタ一年報� 1号、2008年参照。
( 6 )渡辺信一郎「天下大同の楽一惰の楽制改革とその帝国構造J r北朝楽制史の研究一『親書』楽志を中心に』
科学研究費補助金研究成果報告書。「雅楽の来た道一遣唐使と音楽J r東アジア研究センタ一年報� 2号、
2009年。 ほかに唐千巳音楽については岸辺成雄『唐代音楽の歴史的研究一楽制篇上巻� 196 0年。 荻美津夫『日
本古代音楽史論� 1977年を参照。
(7)例えば楽敏・田建国・岩城浩幸『鑑真東渡� 2005年。
( 8 )古代中国の皇甫氏については王洪軍・韓涛「中古皇甫氏家族世系考論J r済南大学報〈社会科学版>� 2010年。
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